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平成 30 年度 第 2回 岡山県事業評価監視委員会 議事要旨 

 

○開催概要 

 １ 日 時  平成 30 年 11 月 5 日（月）13：30～16:30 

 ２ 場 所  メルパルク岡山「芙蓉」 

 ３ 出席者  岡山県事業評価監視委員会 委員 6 名 

        土木部 技術総括監 

        農林水産部 参与（農林技術） 

        事務局（技術管理課、農政企画課） 

        道路建設課、河川課、防災砂防課、 

        耕地課、農村振興課 

○議事概要 

 １ 開   会 

 ２ 挨   拶（土木部 技術総括監） 

 ３ 再 評 価 

（ 事 務 局 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度 再評価審議対象事業 

（第 1回事業評価監視委員会で 4件を抽出） 

（土木部関係 4件） 

 

「事業採択後 10 年間が経過した時点で継続中の事業」 

①の道路改良事業 県道 岡山赤穂
お か や ま あ こ う

線 

「再評価後5年間が経過している事業」 

⑧の河川改修事業 一級河川 滝川
たきがわ

（下流） 

⑪の河川改修事業 一級河川 砂川
すながわ

（下流） 

「知事が特に必要があると認める事業」 

⑱の道路改良事業 地域高規格道路 北条湯原
ほうじょうゆばら

道路 

 

 



2 
 

（道路建設課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 委 員 ） 

 

 

（道路建設課） 

 

 

（ 委 員 ） 

 

道路改良事業 県道 岡山赤穂線の事業説明 

・本路線は、和気町中心部の地域の日常生活を支えるだけで 

なく、県南東部の物流や地域間交通を担う重要な路線であ 

るが、本事業区間は幅員が不足していることに加え、線形 

も悪く、歩行者の通行や大型車両のすれ違いなどに支障を 

きたしているため、交通の円滑化と安全性の向上を目的に、

線形改良や橋梁の新設を含めた、現道拡幅及びバイパスを 

整備中である。 

・多くの住宅や倉庫などの移転や、長期間相続手続きがなさ 

れておらず相続人が数十名におよぶ用地の相続手続き、加 

えて墓地の集団移転など用地補償に時間を要したことによ 

り、計画完了年度を当初の平成２８年度から平成３４年度 

に延長する必要が生じた。 

・事業実施にあたり、支障物件の詳細な補償算定の結果、事 

業費は当初の約 20 億円から約 23 億円に増加する見込みと 

なった。 

・B/C は、事前評価時は 1.30、今回の再評価では 1.15 となっ

ている。 

・用地買収も概成し、工事も順調に進んでいること、事業の 

必要性、重要性は変わらないことから、現計画を継続する 

方針である。 

 

（質疑応答） 

 今後消費税増税が予想されるが、費用便益分析ではどのよ

うに考えているのか。 

 

 費用便益分析は、消費税を含まない額で分析することにな

っている。 

 

 相続手続に時間を要して工期が遅れたという理由がいつも

あるが、改善するための方法はないのか。 
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（道路建設課） 

 

 

 

（ 委 員 ） 

 

 

（道路建設課） 

 

 

（ 委 員 ） 

 

（道路建設課） 

 

 

 

（ 委 員 ） 

 

 

 

（道路建設課） 

 

 

（ 委 員 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 登記簿により持ち主は特定できるが、相続手続きがなされ

ていない場合に全ての相続人を調べ、解決してから事業着手

することは難しい。 

 

 用地買収が必要な土地の所有者が亡くなっているかどうか

を確認するタイミングを教えて欲しい。 

 

事前評価に諮り、詳細な現地測量・設計を実施した後に用

地買収範囲を確定してから、相続人の調査を行う。 

 

相続人の調査をしている間は、事業を止めているのか。 

 

相続人が少ない用地から順次用地交渉、用地買収を行いな

がら工事を実施しており、相続人が多い用地の調査と並行し

て事業を進めている。 

 

便益に交通事故減少効果が入っていたが、人的な損害額が

含まれているのか。含まれていないのであれば、便益が過小

評価されている可能性がある。 

 

交通事故減少による社会的損失の低減効果として、人的な

損害額と物的損害額が含まれている。 

 

相続の問題は、今後更に増加することが予想されるため、

国の動きにも注視しながら、対策を考えていただきたい。 
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（道路建設課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 委 員 ） 

 

（道路建設課） 

 

（ 委 員 ） 

 

（道路建設課） 

 

 

 

道路改良事業 地域高規格道路 北条湯原道路の事業説明 

・本路線は、鳥取県の山陰道北条ＪＣＴから岡山県の米子道 

湯原ＩＣまでを結ぶ地域高規格道路であり、広域的なネッ 

トワークを形成するとともに、真庭市と鳥取県中部地域の 

連携強化を行い、また、両県を跨ぐ緊急輸送道路として、 

広域的な支援ルートとしての役割を担う道路である。 

・しかし、本区間は道路幅員が狭く、急カーブが多いことに 

加え、豪雪地帯でありながら、堆雪帯が未確保であり、円 

滑な交通の支障となっていることから、一部バイパスを伴 

う現道拡幅として、平成 24 年度から事業着手している。 

・現在、用地買収は完了し、工事を推進しているが、現道拡 

幅区間の切土法面の土質が想定より軟弱であったため、法 

面対策工法に変更が生じ、事業費が約 31 億円から約 34 億円

に増加する見込みとなった。 

・また、用地買収の遅れを考慮して工程を見直した結果、事 

業完了を平成 31 年度から平成 32 年度に延長する必要が生 

じた。 

・Ｂ／Ｃは 1.04 に減少したが、道路の必要性に変わりは無く、

事業を継続する方針である。 

 

（質疑応答） 

法面対策工法が変更になった範囲は部分的なのか。 

 

部分的である。 

  

それは事前調査ではわからなかったのか。 

 

事前に現地を確認して、土質を想定した上で法面対策工法

を検討していたが、切土を行ったところ、部分的に想定より

土質が悪い箇所があったものである。 
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（ 委 員 ） 

 

 

（道路建設課） 

 

 

（ 委 員 ） 

 

 

 

（道路建設課） 

 

 

（ 委 員 ） 

 

（道路建設課） 

 

 

 

（ 委 員 ） 

 

 

 

（ 委 員 ） 

 

 

 

 

 

 

 

今後の想定はできないことも多いと思うが、現在緑化のみ

している箇所は今後大丈夫なのか。 

 

現時点の状況で、当初の想定と異なる箇所については、必

要な対策工法をとっている。 

 

今回の変更要素である軟弱地盤が、今後もでる可能性はど

れくらいあるのか。 

（変更の不確定要素はどれくらいあるのか） 

 

切土については、施工が概ね完了しており、不確定要素は

ほぼ把握できていると考えている。 

 

北条湯原道路全体でのＢ／Ｃはどれくらいか。 

 

北条湯原道路は、国の代行区間や鳥取県が実施した区間が

あり、整備手法や時期が異なっているため、全体でのＢ／Ｃ

は算出していない。 

 

 評価の制度上、事業区間だけで評価をするのだろうが、地 

域高規格道路としての全体区間も含め、広域的な事業効果も 

検討したらいいのではないか。 

 

人口減少社会をふまえ、地域振興施策と連携しながら道路

事業に取り組んでいただきたい。 
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（河 川 課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川改修事業 一級河川 滝川（下流）の事業説明 

・滝川（下流）は勝田郡勝央町東吉田から畑屋まで 1.79 ㎞を

対象に整備を進めている。 

・事業箇所周辺には、災害時の緊急輸送を行うにあたって重

要な役割を担う国道 179 号が通っており、周辺には JR 勝間

田駅や２次救急医療機関であるさとう記念病院がある。 

・平成 30 年７月豪雨では、滝川において平成７年７月豪雨以

上の降雨を記録したが、河川改修を進めている同計画区間

は８割の区間で改修が完了しており、浸水被害は発生しな

かった。しかし、計画区間のうち未改修区間の一部で、堤

防の一部が崩れる被害が発生したことから、早急な河川の

改修が望まれている。 

・事業の目的は、治水安全度の向上と快適な生活環境の実現

である。昭和 51 年台風 17 号により多大な被害を受けた滝

川沿線地域の洪水被害の軽減を図ることであり、安全な道

路や安心できる住環境の確保を目的に事業に取り組んでい

る。 

・前回評価時から、完成年度を H30 年度から H37 年度に延長

しているのは、橋梁の継足施工が設計基準等の変更により

架け替えの必要が生じ、複数年の施工期間を要すること、

また、河川構造物の維持管理上の設計基準の変更より、当

初樋管構造としていたものを樋門構造に見直すことに時間

を要したためであり、これらに伴い事業費も 18 億円から 23

億円に増加した。Ｂ／Ｃについては 16.8 であり、十分な事

業効果がある。 

・事業の必要性、重要性には変わりはなく、事業を継続する 

方針である。 
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（ 委 員 ） 

 

 

（河 川 課） 

 

 

（ 委 員 ） 

 

 

（河 川 課） 

 

 

 

 

 

 

 

（ 委 員 ） 

 

（河 川 課） 

 

 

 

（ 委 員 ） 

 

（河 川 課） 

 

（ 委 員 ） 

 

 

（質疑応答） 

完成まであと７年ということだが、もう少し早く完成でき

ないのか。 

 

今考え得る、 悪のケースであと７年かかると想定してい

るところだが、一日も早く完成できるように努力する。 

 

費用便益算定の中で、年平均被害軽減期待額が１７億円と

あるが、どうやって算出したのか。 

 

費用便益の算定は、洪水の生起確率規模を 1/2、1/3、1/5、

1/10 の４つのケースを（氾濫）想定して、それぞれのケース

の被害額である 8.8 億、17.7 億、35.8 億、54 億にそれぞれの

生起確率 0.5、0.167、0.133、0.1 を乗じることで流量規模別

の被害軽減期待額を算出し、その累計総額（8.8 億×0.5＋17.7

億×0.167＋35.8 億×0.133＋54 億×0.1）により約 17 億円を

算出している。 

 

 前回評価時より便益が大幅に増えている理由は何か。 

 

便益の算出根拠となる被害軽減期待額を求めるにあたり、

国のマニュアルによる延床面積、世帯数等の基礎数量が大き

く変動したことによる。 

 

国の基礎数量が変動した理由は何か。 

 

 理由は不明である。 

 

国のデータの他に、自治体で作成しているデータ等を使用

することも含めて今後検討いただきたい。 
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（ 河 川 課 ） 

 

（ 委 員 ） 

 

 

（ 河 川 課 ） 

 

 

（ 委 員 ） 

 

 

 

（ 河 川 課 ） 

 

 

（ 委 員 ） 

 

 

（ 河 川 課 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見を参考にさせていただく。 

 

護岸を広げた箇所はいいが、その下流がオーバーフローす

る問題はないのか。 

 

下流が受けられる流量見合いの中で護岸を広げているの

で、問題ない。 

 

被害軽減期待額の算出の際に、２年に１回の雨が降ったと

きの被害額の説明があったが、そもそもこの地域は２年に１

回の雨でも浸水していたのか。 

 

現地状況の詳細は不明だが、２分の１の雨が降った場合に

想定される被害額を示している。 

 

今後は、現地との整合を確認するなどして、数字の信憑性を

チェックして欲しい。 

 

わかりました。 
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（河 川 課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 委 員 ） 

 

 

河川改修事業 一級河川 砂川（下流）の事業説明 

・砂川（下流）は岡山市東区金田から赤磐市正崎まで 16.4 ㎞

と秋芳川の 5.3 ㎞対象に整備を進めており、現在は砂川の

下流工区と竹原工区、正崎工区の３工区において重点的に

整備を進めている。 

・事業区間には、山陽自動車道、国道２号、山陽新幹線やＪ

Ｒ等の主要な交通機関が横断しており、周辺には岡山市東

区役所や赤磐市役所等の公共施設を始めとして、避難所や

ヘリポート等も多数存在している。 

・平成 30 年７月豪雨では、岡山市東区沼地内の左岸が決壊し、

浸水面積約 752ha、浸水家屋 2,246 戸の被害が発生したこと

から、早急な河川の改修が望まれている。 

・事業の目的は、治水安全度の向上と快適な生活環境の実現

である。昭和 47 年７月豪雨、昭和 51 年台風 17 号、平成２

年台風 19 号及び平成 30 年７月豪雨により多大な被害を受

けた砂川沿線地域の洪水被害の軽減を図ることであり、安

全な道路や安心できる住環境の確保を目的に事業に取り組

んでいる。 

・前回評価時から、完成年度を H35 年度から H55 年度に延長

しているのは、公共事業の予算削減により、河川事業予算

がピーク時の２割程度にまで落ち込んでいること、橋梁の

架け替え等において、関係機関との協議に時間を要してい

ること等を起因として、事業が遅延しているためである。 

・Ｂ／Ｃは 88.6 であり、十分な事業効果がある。 

・災害による改良復旧事業も進める予定であり、事業の必要 

性、重要性には変わりはなく、事業を継続する方針である。

 

（質疑応答） 

便益の金額が非常に大きいが、今年度を含めて、過去に被

害を受けた際の、各年度の被害額はどの程度だったのか。 
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（河 川 課） 

 

（ 委 員 ） 

 

 

（河 川 課） 

 

（ 委 員 ） 

 

 

 

 

現段階では示すことができない。 

 

この整備が完了したら、今回の災害でも十分耐えられるよ

うになるのか。 

 

整備完了後の断面としては、今回の雨は十分流し得る。 

  

評価に用いる数字が、一般の方にもわかりやすく説明でき

るかという視点を持っていただきたい。 

 

 

 

４ 閉    会 

 

 


